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２．高所転落

２．高所転落 （１）屋根から転落 １１１

鉄パイプで作った車庫の屋根を修理中に転落して両足踵骨骨折。

（平成25年11月 午後4時半頃、男性・63歳）

事故の概況

勤務から４時頃に帰宅。着替えて農業用の軽トラックと除雪機を入れる車庫の屋根の修

理を始めた。端が変色して欠けた波板の上に新しい波板を張り付け、１枚目を張り終え、

２枚目を張るとき、一旦下に降り、はしごの位置を変えた。再度、屋根に右膝を着いて乗

り、左の膝を着いたとき滑り、約２ｍ下のコンクリートに転落、踵を強打、両足踵骨骨折。

転落後5分位痛みで足が動かず、立つことも這うこともできなかった。両足首付近がす

ぐに腫れてきた。しばらくして這って家へ入り、痛みをこらえて妻の帰宅を待った。妻の

の車で病院に到着、夜10時頃までかかって手術をしてもらった。

事故原因と対策

鉄パイプ小屋の修理は、10年以上

も前からやっており慣れていた。

４脚の脚立を伸ばしてのぼった。脚

立は上で固定しなかった。脚立が滑

ったのではないが、脚立を固定して

いれば脚立で止まったと思われる。

波板に昇ったとき、１枚目は長靴で

立ったが、２枚目は膝を着いて乗ったので滑ってしまったものと思われる。

屋根の傾斜は17度

と急傾斜であったが、

滑って落ちるとは思

わなかった。車庫作

りや屋根の修繕は慣

れており、滑るとは

思わなかった。事故

を経験したので、い

かに危険な作業を行

っていたのか解かっ

た。今後、車庫を作

るときは、大工に頼

むこととした。
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車庫の大きさ

５段の４脚脚立を伸
ばして、はしごにして
小屋の波板の張り替
え中、屋根から落下、
両側踵骨骨折
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２．高所転落 （２）木から転落 １１２

イチジクの実を取りに上がり、枝が折れ、顔面からコンクリート面に墜落、顔面

多発骨折。 （平成24年10月 6時頃、男性・70歳）

事故の概況

自宅の後の畑の向こう側のイチジクを取るため、靴はズック、帽子なし、手袋せずに木

に登った。木は２本立てで、１本は幹回り21cm，もう一本は20cm。20cmの方に昇り、途中

の幹回りが16cm、さらに8cm、4cmの枝となり、4cmの枝に足をかけた。取ったイチジクは

下の柔らかい土の上に投げていた。たまたま、両手で目の高さの枝を掴んだ時、いきなり

折れ、顔からコンクリート打ちしてある道に顔面から落ち、握っていた枝に鼻と顔面を打

ち付けた。意識はあった。足をかけていた直径4cmの枝も折れた。高さは1.8m。

落ちたとき、約13ｍ離れた家の勝手口から奥さんが出てこられ、奥さんに車に乗せても

らい、総合病院を受診、顔面多発骨折。病院で処置後、入院。特に手術はなく、顔の形を

整えるようにし10日間に入院した。その後、何度が通院した。現在事故から１年あまり経

っているが、歯の収まり具合がよくなく、なんとなく浮いたような感覚が残っている。

事故原因と対策

その年も何度か昇っているイチジクの木であり、特に注意はしなかった。

ただ、調査員が調査をしたのが冬場であり、葉が落ちでしまっていて、枝に昇ると周囲

に支える雰囲気のものがなく、空中に立っている感覚であり、恐い思いをした。

木に登ると、

夏場であると周

囲の枝葉で安全

のように錯覚し

がちであるが、

本来は支えのな

いものであるこ

とを改めて認識

することが必要

と考えられ、脚

立などの使用が

不可欠と考えら

れた。

①

事故当時は葉が茂っており、回りに枝葉があったので恐怖を感じず
起立。顔面の高さ2.8mからコンクリート打ちの道路に顔面から墜落。
たまたま、①の勝手口から出てこられた奥さんが発見、奥さんの運
転で病院受診。顔面多発骨折。足元の高さ、1.8m、手の高さ3.5m。
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２．高所転落 （３）野菜運搬中、崖下に転落 １１３

スイカ畑で、スイカを積み上げる作業中、畑の境界の１．７ｍ下に後ろ向きに

転落。脊髄圧迫骨折。 （平成25年7月 7時頃、女性・52歳）

事故の概況

スイカ収穫の初日、夫が朝６時か

ら収穫をしていた。量も多くないが、

７時頃に手が空いたので手伝いに出

向いた。夫が収穫したスイカを畑の

隅の境界に積み上げていた。スイカ

を移動していて、ちょうど畑と崖下

の柑橘園地の境界の場所で、バラン

スを崩しスイカを抱きかかえたまま、

後ろ向きに崖下に転落した。スイカ

の重さは約14kg。

転落直後、夫はスイカの収穫を継

続し、その場で約30分位、横になったままであった。その後、おんぶして軽トラまで運ん

でもらい、自宅に帰った。夫は出荷作業もあったのでさらに家で１時間ぐらい横になって

いて、その後車で自宅から約30分の医療機関を受診。レントゲンで、「たいした事がない」、

との診断。しかし、子どもさんが、「様子がおかしい」と別の医療機関を午後２時ころ受

診。MRIにて、脊椎の圧迫骨折との診断。翌日入院、リハビリを含め約２ヵ月間入院した。

第12脊椎圧迫骨折。

事故原因と対策

事故当時、現場周辺は草があり、畑と崖の境界がよくわからず、畑の境から崖まで約60

cmあるが、約30°の傾斜で、その先はほぼ垂直の崖となっていて、高さは110cmであった。

この境界が草むらで大変わかりにくく、傾斜がどの程度かも外見ではわからない。なお、

垂直の境界部にはイノシシよけ

の波板などが設置されている

が、頑丈なものではなく、人の

体を支えるだけのフェンスとは

なっていない。このような場所

では、境界域を明確にするため

除草、さらにわずか1.7ｍの高

さとはいえ、「１ｍは、一命を

取る」と言われるとおり、フェ

ンス等の墜落防止柵の設置が望

まれる。

夫が収穫したスイカを、畑からＣ地点に運搬して積み上げていた。
後ずさった時、下の園地との境界が鮮明でなく、足を踏み外してＡ
地点から後ろ向きにスイカを抱えたまま、１．７ｍ下の園地Ｂに転落。

Ｃ

Ａ

Ｂ
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２．高所転落 （４）廃棄マルチボックスから転落 １１４

廃棄マルチ回収用ボックスの中のビニールを踏み込もうとして、ボックスに上り

損ね転倒、腰椎圧迫骨折。 （平成25年4月 8時頃、男性・58歳）

事故の概況

はぎ取った畑作物用のマルチを廃棄用のボックスに入れていた。ボックスの大きさは、

高さ1ｍ、縦188cm、横1ｍの鉄製で横が鉄製の格子となっている。このボックス１杯が重

量に関係なく処理費が２万円するので、出来るだけ詰め込んだ方が経費削減となる。年間

約10杯、20万円の費用がかかっている。

７割くらいマルチシートが入ったので、ボックスに入って上から踏み込もうとした。ボ

ックスの枠に足をかけ、上ろうとした時、足を踏み外して、地面に横転しそのまま動けな

くなった。その時の服装は、地下足袋、キャップ帽、作業服。一緒に働いていた仲間がす

ぐに救急車を携帯電話で要請し約10分後に到着、15分で病院に搬送。レントゲン撮影にて

第１腰椎圧迫骨折。固定と痛み止めで36日間入院。後半にはリハビリをした。

事故原因と対策

当人は、以前サラリーマンであり、退職後この農業法人に採用された。そのため、農業

経験はない。このような経験のない人に、農業法人などは農作業手順の検討、見直しを組

織を上げて行う必要がある。特に、新規採用した場合の教育プログラムの開発を、GAPを

念頭に考える必要が

あると考えられた。

なお、事故後は上

から押さえて、少し

でも多く詰め込む作

業はしないことにし

た。

また、もし詰め込

みに上がるなら、足

をかける台座などの

設置も必要である。

被覆マルチを廃棄のためのボックスに、出来るだけ多く詰めよ
うと、ボックスに登る際、足を踏み外し、横転、腰椎圧迫骨折


